
 

 

 

  ＸＲＤ極点図に対する４種のＯＤＦ解析結果 

 

 測定データ 

  

 極点処理結果（バックグランド除去、ｄｅｆｏｃｕｓ補正） 

 

 

 

ＯＤＦ解析結果は、ＯＤＦ解析手法に左右され、同一手法でもバージョンによって異なる事が 

あります。 

解析手法を変更する場合、解析結果の連続性の確認が重要になります。 

 

 

   ２０１９年０６月２６日 

   ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 



概要 

ＯＤＦ解析結果は、ＯＤＦ解析手法に左右され、同一手法でもバージョンによって異なる事が 

あります。 

解析手法を変更する場合、解析結果の連続性の確認が重要になります。 

以下に極点処理を行った極点図を４種の ODF解析によって得られたデータの比較を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＯＤＦ解析手法によるＲｐ％プロファイル比較 

ＯＤＦ－Ａ 

 

 

ＯＤＦ－Ｂ 

 

 

 



ＯＤＦ－Ｃ 

 

 

ＯＤＦ－Ｄ 

  

 

 

 



再計算極点図比較 

ＯＤＦ－Ａ 

 

ＯＤＦ－Ｂ 

  

ＯＤＦ－Ｃ 

  

ＯＤＦ－Ｄ 

  



各ＯＤＦ処理結果のＲｐ％比較 

 同一入力データに対し、ＯＤＦ解析結果の再計算極点図が異なり、Ｒｐ％も異なります。 

 また、再計算極点図の最大値もＯＤＦ解析手法で異なります。 

  

  

  

 結果を観察すると、Ｒｐ％が下がると最大極密度が高くなります。 

 

 この結果から 

  同一データを扱っても、ＯＤＦ解析手法により計算される最大極密度が変わり 

  同一解析手法でも、Ｒｐ％により最大極密度が変わります。 

  同一解析手法でも、そのバージョンによっても変わる事になります。 

  例えば、ＭＴＥＸ５．１．１とＭＴＥＸ５．β．２でも異なります。 

  

  解析手法を変更される場合注意が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＯＤＦ解析結果 

ＯＤＦ－Ａ 

  

  

  



ＯＤＦ－Ｂ 

 

 

 



ＯＤＦ－Ｃ 

 

 

 



ＯＤＦ－Ｄ 

 

 

 



ＯＤＦ結果のマトメ 

 方位密度の最大値やＦｉｂｅｒ密度はＯＤＦ解析手法に依存している。 

 

Ｆｉｂｅｒ比較 

  

方位密度比較 

  

 ＯＤＦ解析結果も解析手法に依存する。 

 



ＮＤ逆極点比較 

 [,3,3,8]方位位置をプロットし、36BOX平均を計算する。 

ＯＤＦ―Ａ  

ＯＤＦ－Ｂ  

 

 

 

 

 

 



 

ＯＤＦ－Ｃ  

ＯＤＦ－Ｄ  

 

 

 

 

 

 

 

 



ＲＤ逆極点図 

ＯＤＦ－Ａ  

 

ＯＤＦ－Ｂ  



ＯＤＦ－Ｃ  

ＯＤＦ－Ｄ  

 



逆極点図３６ＢＯＸプロファイル比較 

 

 

 逆極点図３６ＢＯＸプロファイルは逆極点図を等分割した平均値を％で表現する手法で 

 Ｖｅｃｔｏｒ法の分割手法を採用している。 

  

 


